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ペ ー ジ 

この手帳は，子供たちの健やかな成長を願い，よりよい家庭教育について，親子で考え，一緒に行

動していくことを応援するために作成しました。 

悩んだり，困ったりしたときに手にとってもらえることを願っています。また，家庭はもちろんのこと，

学級ＰＴＡや家庭教育学級などでも，ぜひ積極的に活用していただけるとありがたいです。 

立神岩の風景 



 

授業と家庭学習で確かな学力を身に付けさせましょう！！ 

小・中学校では，子供たちの学力の向上をめざして，授業の改善・充実に取り組んでいます。学

校で学んだことをしっかりと身に付けるために，家庭学習は欠かせません。 

 「まくらざき家庭教育手帳 家庭学習ガイドブック」は，家庭学習の道標となるように作成しま

した。毎日少しずつでも家庭学習をすることが，生涯にわたって自ら学び，豊かで幸せな未来をひ

らくことにもつながります。 

家庭学習が習慣化して自主的に取り組むことができるよう，ご家庭におかれましては，以下の点

をご理解いただき，「まくらざき家庭教育手帳 家庭学習ガイドブック」を活用していただければ

幸いです。 

 

（１）家庭学習の道標 

 

（２）家庭での学習習慣の定着 

 子供たちは放課後，そして帰宅後もいろいろな活動を行っていて，なかなか忙しい生活を送

っています。その中で，毎日決められた時間に家庭学習を行うことは大変ですが，家庭学習を

習慣化することはとても重要なことです。家庭学習の継続こそ，現在と将来の学力の基礎を固

め，発展させていくために大いに役立つものです。 

枕崎市では，「家庭学習 40・60・90・120 運動」(※ １ページ下に説明があります。)に取り

組んでいます。各学年の家庭学習時間を参考に，子供たちに合ったやり方を見つけて，励まし

てあげてください。 

 

（３）自主的な家庭学習 

 小・中学校では，学校から宿題が出されたり，自主学習のノートの提出が求められたりする

ことが当たり前ですが，高校では，自分に必要な学習を自ら探して取り組むことが求められま

す。高校生になったときに予習・授業・復習のサイクルで自ら学習に取り組むことができるよ

うに，自主的な学習を習慣化しておく必要があります。「今，必要な学習は何か」「どのように学

習するとよいか」を考え，実行する力を身に付けてほしいものです。 

 与えられた宿題に取り組むことから始めて，徐々に自主的な学習を増やしていきましょう。

９年間かけて，子供たちが自主的に学習に取り組む力を身に付けられるよう，学校と家庭の両

サイドから支援していきましょう。 

 

 

 

 

 「自主学習ってどんなことをすればいいの？」と迷ったことはありませんか。この手帳は，教

科ごとに，自主学習のヒントを紹介しています。ステップ１はその教科を苦手としている人，

ステップ２はその教科を得意としている人に向けた内容になっています。これらを参考に学習

に取り組ませてみましょう。そして，時々，学習方法が自分に合っているか先生に見てもらう

などして，子供たちに合った自主学習ができるようにしてください。 
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１ 家庭学習ガイドブックとは？ 
 

※ 1日の家庭での学習時間のめやす「家庭学習 40・60・90・120運動」 

● １・２年生 → ４０分以上   ● ３・４年生 → ６０分以上 

● ５・６年生 → ９０分以上   ● 中 学 生 →１２０分以上 

 



 

☆ 自分
じ ぶ ん

で必
かなら

ずできるようになりましょう！！ 

＜帰
かえ

ったら，すぐにやってしまおう！＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜明日
あ す

の準備
じゅんび

！忘
わす

れ物
もの

がないように！！＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・しっかり朝 食
ちょうしょく

！規則
き そ く

正
ただ

しい生活
せいかつ

を送
おく

りましょう！！＞ 
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２ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

の前
まえ

に・・・ 

○ 制服
せいふく

や帽子
ぼ う し

は，片付
か た づ

けましたか？ 

○ 連絡帳
れんらくちょう

や生活
せいかつ

ノートを見
み

ましょう！ 

○ プリントやお便
たよ

りは出
だ

しましたか？ 

○ さあ，勉強
べんきょう

を始
はじ

めましょう！ 

・ テレビやゲーム，スマホは消
け

しましたか？ 

誘惑
ゆうわく

に負
ま

けないようにしましょう！！ 

・ 姿勢
し せ い

はいいですか？ 

・ 鉛筆
えんぴつ

の持
も

ち方
かた

は正
ただ

しいですか？ 

【保護者の皆様へ】 

● 学習で大切なことは，集中す

ることです。 

● 「時計の針が○までに」「タイ

マーで○分」など，徐々に学習

時間を長くできるようにしてい

きましょう。 

● 生活のリズムをつくり，家庭

学習の習慣を付けましょう。 

勉強
べんきょう

が終
お

わったら・・・ 

○ 時間割
じかんわり

は調
しら

べましたか？ 

○ 準備
じゅんび

する物
もの

は入
い

れましたか？ 

○ 鉛筆
えんぴつ

は削
けず

りましたか？ 

○ 筆箱
ふでばこ

の中身
な か み

はそろっていますか？ 

○ ハンカチやティッシュを入
い

れましたか？ 

【保護者の皆様へ】 

● 「整理整頓」「次の学習準備」は，

学習の基本です。ランドセル・制服・

教科書・ハンカチ・連絡帳などの置き

場所を決めておきましょう。 

● 一つ一つ自分でできるようになるま

で，見守りつつ励ましてください。 
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３ 家庭
か て い

学習
がくしゅう

以外
い が い

にも取
と

り組
く

んでほしいことがあります！ 

【保護者の皆様へ】 

● 「ありがとう」「助かったよ」等，感謝の気持ち

を伝えることで，やさしい気持ちと意欲が芽生え

ます。 

● 手伝いを続けることで，責任感や忍耐力が養わ

れます。家の仕事は，自立への第一歩です。 

＜家
いえ

の中
なか

で・・・＞ 

○ できることは自分
じ ぶ ん

でやりましょう。 

・ 靴並
くつなら

べ，食器
しょっき

運
はこ

び，風呂
ふ ろ

掃除
そ う じ

，上履
う わ ば

き

洗
あら

い…，いろいろあります。 

・ できることを増
ふ

やしましょう。 

そして，続
つづ

けましょう。 

○ 本
ほん

を読
よ

みましょう。 

 ・ ｢１日
にち

20分
ぷん

読書
どくしょ

｣に取
と

り組
く

みましょう。 

 ・ どんな本
ほん

が好
す

きですか。いっぱい読
よ

ん

でお気
き

に入
い

りの本
ほん

を見
み

つけましょう。 

 ・ 毎月
まいつき

23日
にち

は｢親子
お や こ

読書
どくしょ

の日
ひ

｣です。家族
か ぞ く

で読書
どくしょ

に取
と

り組
く

みましょう。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

【保護者の皆様へ】 

● 読書をすると言葉が増え，「表現力」や「想像力」

が豊かになります。 

● 本が好きになるように，身近なとこ 

ろに本を置いたり，読み聞かせや親子 

読書などに取り組んだりしましょう。 

● 大人が読書をする姿を見せることは大切です。 

ゲームやスマホをしすぎていませんか？ 
ゲームやスマホ等

など

には，心
こころ

の発達
はったつ

・脳
のう

の発達
はったつ

，知的
ち て き

能力
のうりょく

・視力
しりょく

・体力
たいりょく

などへの良
よ

くない影響
えいきょう

が指摘
し て き

されています。 

機器
き き

を使用
し よ う

する時間
じ か ん

や場所
ば し ょ

を，親子
お や こ

で話
はな

し合
あ

って決
き

め，守
まも

りましょう。市
し

校外
こうがい

生活
せいかつ

指導
し ど う

連絡会
れんらくかい

共通
きょうつう

理解
り か い

事項
じ こ う

及
およ

び市
し

ＰＴＡ連絡協
れんらくきょう

議会
ぎ か い

重点
じゅうてん

事項
じ こ う

「イ

ンターネット環境
かんきょう

機器
き き

の使用
し よ う

は午後
ご ご

９時
じ

までとする」を守
まも

りましょう。 

＜地域
ち い き

の中
なか

で・・・＞ 

○ 人
ひと

と遊
あそ

びましょう。 

○ 行事
ぎょうじ

に参加
さ ん か

しましょう。 

祭
まつ

り，伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

，清掃
せいそう

活動
かつどう

… 

○ 友
とも

だちと昔
むかし

の遊
あそ

びに挑戦
ちょうせん

しましょう。 

かくれんぼ，けん玉
だま

，竹
たけ

とんぼ…など 

＜自然
し ぜ ん

の中
なか

で・・・＞ 

○ 花
はな

や野菜
や さ い

を育
そだ

てましょう。 

○ 生
い

き物
もの

を育
そだ

てましょう。 

○ 草花
くさばな

で遊
あそ

びましょう。 

○ 星
ほし

や月
つき

を見
み

てみましょう。 

○ 自然
し ぜ ん

の中
なか

で遊
あそ

びましょう。 

【保護者の皆様へ】 

● 機械で遊ばせるより，人と遊ばせましょう。 

● 人とつながり，体を動かして遊ぶことは，体力

だけでなく，協調性や忍耐力，そして思いやりの

心を育て，生きる力を身に付けさせてくれます。 

● 親子で地域の行事に参加して，大人も子供も，

「顔」でつながり，「声」でつながり，「心」でつ

ながりましょう。 

【保護者の皆様へ】 

● バーチャルなものではなく，本物に触れさせ

ましょう。五感が発達します。 

● 自然の中には，子供の胸がときめく発見がい

っぱいあります。また，自然の恵みや 

厳しさも学べます。「生きる知恵」 

を育む体験をたくさんさせましょ 

う。 



ときどき 

書
か

き直
なお

して 

みよう！ 
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書
か

いてみよう①！ 

いつも 

休
やす

み 

   ちゃんと守
まも

れてい

るかな？ときどき振
ふ

り返
かえ

ってみよう！ 

勉強
べんきょう

時間
じ か ん

の目標
もくひょう

 

分
ふん

  

    時間
じ か ん

を決
き

めて，家
いえ

で 

勉強
べんきょう

しているかな？ 

勉強
べんきょう

時間
じ か ん

の目標
もくひょう

 

分
ふん

  



 

 

 

１ 家
いえ

での学習
がくしゅう

の流
なが

れ【学校
がっこう

から出
だ

された宿題
しゅくだい

から自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

へ！】

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習
がくしゅう

する時間
じ か ん

のめやす【40･60･90･120を達成
たっせい

しよう！】 

 

 

 

 

３ 気
き

を付
つ

けること【学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

む環境
かんきょう

も大切
たいせつ

です！】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「まくらざき家庭
か て い

教育
きょういく

手帳
てちょう

」の自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

での活用
かつよう

の仕方
し か た
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ステップ１…まず，学校
がっこう

から出
だ

された宿題
しゅくだい

をしましょう。 

ステップ２…次
つぎ

に，自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

（復習
ふくしゅう

や学習
がくしゅう

ノート作
づく

りなどを）しましょう。 

※ 「まくらざき家庭
か て い

教育
きょういく

手帳
てちょう

」の７ページから２１ページを参考
さんこう

にしましょう。 

ステップ３…最後
さ い ご

に，次
つぎ

の日
ひ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしましょう。 

〇 部屋
へ や

の中
なか

や机
つくえ

の中
なか

などを整理
せ い り

し，学習
がくしゅう

しやすい雰囲気
ふ ん い き

をつくりましょう。 

〇 家
いえ

では，必
かなら

ず学習
がくしゅう

の時間
じ か ん

を確保
か く ほ

しましょう。（毎日
まいにち

の積
つ

み重
かさ

ねが大切
たいせつ

です。） 

〇 毎日
まいにち

続
つづ

けて（めやすの時間
じ か ん

以上
いじょう

）学習
がくしゅう

しましょう。 

〇 テレビを見
み

ながらなど，「ながら」学習
がくしゅう

をせずに，集 中
しゅうちゅう

して学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

みまし

ょう。（スマホやゲーム機
き

は，学習
がくしゅう

の前
まえ

に片付
か た づ

けましょう。） 

〇 「早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ご飯
はん

」を心
こころ

がけ，規則
き そ く

正
ただ

しい生活
せいかつ

を送
おく

りましょう。 

      

小学校
しょうがっこう

１～２年
ねん

 … ４０分
ぷん

  小学校
しょうがっこう

３～４年
ねん

 …  ６０分
ぷん

 

小学校
しょうがっこう

５～６年
ねん

 … ９０分
ぷん

  中学校
ちゅうがっこう

１～３年
ねん

 … １２０分
ぷん

 

 〇 各教科
かくきょうか

の進
すす

め方
かた

の内容
ないよう

は，「ステップ１」と「ステップ２」に分
わ

けています。 

 〇 「ステップ１」の学習
がくしゅう

からスタートし，「ステップ２」の学習
がくしゅう

へと進
すす

んでいきましょう。 

 

 

。 

 



 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭
か て い

学習
がくしゅう

の主
おも

な流
なが

れ 
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◎ 家
いえ

で勉強
べんきょう

する時刻
じ こ く

を決
き

めておきましょう。 

毎日
まいにち

できるだけ同
おな

じ時刻
じこく

に始
はじ

めるようにしましょう。それを習 慣
しゅうかん

付
づ

けてい

くと，勉 強
べんきょう

を無理
む り

なく続
つづ

けていくことができます。 

 

１ 最初
さいしょ

に，宿 題
しゅくだい

をします。 

  今日
きょう

学校
がっこう

から出
だ

された宿 題
しゅくだい

を全
すべ

て終
お

わらせます。 

（例
れい

）日記
にっき

文
ぶん

（生活
せいかつ

日記
にっき

） 

   ひらがな・カタカナ・漢字
かんじ

の練 習
れんしゅう

・英
えい

単語
たんご

の練 習
れんしゅう

 

   学校
がっこう

で配
くば

られた学 習
がくしゅう

プリント・ドリル・ワーク等
など

の課題
かだい

 

 

２ 次
つぎ

に，自主
じしゅ

学 習
がくしゅう

を進
すす

めていきます。 

（１）復 習
ふくしゅう

は，習
なら

ったその日
ひ

のうちにします。 

まず，今日
きょう

授 業
じゅぎょう

で学 習
がくしゅう

した内容
ないよう

を，教科書
きょうかしょ

やノートで振
ふ

り返
かえ

ってみま 

しょう。 

（例
れい

）教科書
きょうかしょ

にアンダーラインを引
ひ

いたところをもう一度
いちど

チェックしてみましょ 

う。 

授 業
じゅぎょう

の板書
ばんしょ

を記録
きろく

したノートを見
み

ながら，学 習
がくしゅう

した内容
ないよう

を振
ふ

り返
かえ

って 

みましょう。 

（２）時間
じかん

に余裕
よゆう

があるときは，予習
よしゅう

にも挑 戦
ちょうせん

します。 

（例
れい

）教科書
きょうかしょ

の中
なか

にある例題
れいだい

を解
と

いてみましょう。（算数
さんすう

・数学
すうがく

） 

用語
ようご

について調
しら

べてみましょう。（社会
しゃかい

・理科
り か

） 

明日
あ す

学 習
がくしゅう

する予定
よてい

の教科書
きょうかしょ

の内容
ないよう

を読
よ

むだけでも，立派
りっぱ

な予習
よしゅう

になり 

ます。 

 

３ 最後
さいご

に，明日
あ す

の学 習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をします。 

  学 習
がくしゅう

する道具
どうぐ

の忘
わす

れ物
もの

がないようにしましょう。 

  （学 級
がっきゅう

週 報
しゅうほう

で確認
かくにん

します。） 
 

家庭
か て い

学習
がくしゅう

の主
おも

な流
なが

れ（小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

共通
きょうつう

） 

 

 

 



国 語 
ステップ１ 

① 音読
お ん ど く

…今，べん強
きょう

しているところを読
よ

もう。 

② 文字
も じ

…ならった「ひらがな」「カタカナ」「かん字」をノートにていねいに書
か

こ

う。 

③ ししゃ…今，べん強しているところの文
ぶ ん

しょうをノートに書きうつそう。 

④ 読書
ど く し ょ

…いろいろな本を読もう。読書がにが手な人は，絵本から読んでみよう。 

ステップ２ 

① あんしょう…今，べん強しているところをくりかえし口に出しておぼえよう。 

② 文字…ならった文字をつかってみじかい文を作ろう。 

③ 読書…物語
も の が た り

などを中心
ち ゅ う し ん

に，いろいろなしゅるいの本を読もう。 

ノートのれい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せ 
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① ことばのまとまりを大切にしながら

ししゃしてみよう。 

② く読点
とうてん

（「、」や「。」）に気をつけて，

ていねいに字を書こう。 

【ししゃ】（視
し

写
しゃ

）： 教科書
きょうかしょ

などの文しょうを，ノートなど    

    にそのまま書きうつすこと。 

○ 文しょうを声に出して読みながらししゃしてみよう。 

 

○ 「日記
に っ き

」「たん文作り」「ししゃ」など

を書きおわったら，もう一ど読みかえ

してみよう。ことばや文しょうのひょ

うげんにまちがいはなかったかな。 

○ 「とめ」「はね」「はらい」「おれ」「ま

がり」に気をつけて，きれいに書こう。 

○ 学校
がっこう

でならったことや家の人に聞いたことをもと

にしながら，いろいろなことばをあつめてみよう。 

小学校１・２年生の学しゅう 

○ しらべたことばは，

日記や作文
さくぶん

などの中で

もつかってみよう。 



算 数 
ステップ１ 

① これまでの学
が く

しゅうでまちがえたもんだいをもう一度とこう。 

② 計算
け い さ ん

のし方
か た

をノートに書こう。 

③ 算数
さ ん す う

の用語
よ う ご

をおぼえよう。  

④ かけ算九九を声に出してくりかえし読もう。 

⑤ 三角
さ ん か く

じょうぎやじょうぎを使って，ならった図形
ず け い

やもようをかこう。 

ステップ２ 

① じゅぎょうでならったことをもとにして，もんだいを作ろう。  

② 教科書
き ょ う か し ょ

のれんしゅうもんだいをとこう。 

③ みの回
ま わ

りから算数にかんけいするものを見つけてしらべよう。 

④ 数の読み方や書き方をれんしゅうしよう。 

⑤ くり上がりやくり下がりに気をつけて，２けたまでのたし算・ひき算を正しく

計算できるようにしましょう。 

⑥ 正しく計算することができるようになったら，つぎは少しずつはやく計算する

ことができるようにしよう。 

⑦ かけ算九九をすらすら言えるようにれんしゅうしよう。 

ノートのれい 
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○ おわったら，自分で答え合わせとやりなおしをして先生にノートを出しましょう。 

○ くり上がりやくり下がりがあるひっ算は，そのあとをしっかりのこしておこう。 

○ べん強したことを何どもふりかえることのできるノート作りをしよう。 

 

【算数の文しょうもんだいをといてみよう。】 

① 文しょうもんだいのもんだい文を書きます。 

② しきを立てます。 

③ 計算をします。（ひっ算も，けさずにかならずのこしておきましょう。） 

④ 答
こた

えを書きます。【れい】（答え）→線を引く（れい）○まい，○回，○㎝，○ｍ → たんいも書きます。 

 

 



国 語 
ステップ１ 

① 音読…今，勉強しているところを読もう。 

② 文字…習
な ら

った漢字や熟語
じ ゅ く ご

をノートにていねいに書こう。 

③ 視
し

写
し ゃ

…教科書の文や詩，お話などをノートに書き写
う つ

そう。 

④ 読書…いろいろな種類
し ゅ る い

の本を読もう。 

ステップ２ 

① 暗唱
あ ん し ょ う

…短歌
た ん か

・俳句
は い く

・ことわざなどを覚
お ぼ

えよう。 

② 文字…習った漢字の意味を調べ，熟語を使って短文
た ん ぶ ん

を作ろう。 

③ 日記・作文…自分でテーマを決めて書こう。 

（ニュースや身の回りの事がらなどから） 

④ 読書…読み終わったら，感想
か ん そ う

を書いたり内
な い

ようについて家族と話したりして 

    みよう。 

ノートの例
れい

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○ 漢字の読みは，

音読み・訓読み（音

訓）の区別
く べ つ

がしっ

かりできるように

しよう。 

○ 今日学習したこ

とを，自主学習ノー

トにまとめながら

自分でふり返って

みよう。 

○ 「日記」「短文作り」「視写」などを書き終わったら，もう一度読み返して

みよう。語句や文章の表げんにまちがいはなかったかな。 
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小学校３・４年生の学習 

○ 視
し

写
しゃ

と暗唱
あんしょう

を組み合わせながら覚えてみよう。文の表現
ひょうげん

を自分のものにできるといいね。 

○ 長い文章の説明文・物語文などについても，自主学習で視

写と暗唱に取り組んでみよう。 

○ 視写をするときは，まちがいがないように一
いち

字
じ

一句
い っ く

を確認
かくにん

しながら正しく書こう。 

 

○ 「五七五」「五七五七七」など

の日本語のもつ独特
どくとく

のリズム

は，自分で何度も声に出しなが

ら覚えよう。これをくり返して

いくことが大切です。 



算 数 
ステップ１ 

① これまでの学習でまちがえた問題
も ん だ い

をもう一度とこう。 

② じゅ業
ぎょう

の中で自信のなかった問題をもう一度とこう。 

③ 計算のし方
か た

を書こう。   

（計算ドリルの問題をくり返しとこう。） 

④ 算数の用語を覚えよう。 

  （算数の大切な言葉を書いたり声に出したりして覚えよう。） 

⑤ 三角定
じょう

ぎ・コンパスを使って，習った図形
ず け い

やも様
よ う

をかこう。 

ステップ２ 

① じゅ業で習ったことを使って問題を作ろう。 

② 教科書の練習問題をしよう。 

③ 身の回りから算数に関係
か ん け い

するものを見つけて調べよう。 

（物の長さ・場所の広さ・時間の長さ） 

（じゅ業で習った図形やも様
よ う

） 

※ 二等辺三角形・正三角形・平行四辺形・いろいろなも様
よ う

  

ノートの例 
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○ 今日学習したことを，その日のうちに自主学

習のノートにもまとめてみよう。算数の用語や

学習の中で大切なところは，朱
しゅ

書きにしたり線

を引いたりしよう。また，自分で学習のまとめ

までしてみよう。 

○ くり上がりやくり下がりなどのある計算

のあとは，そのまま消さずに残しておこう。 

○ ひっ算は，位をそろえ，小数点もわすれな

いようにしっかりと書こう。 

（定
じょう

ぎを使って線を引くこと。） 

○ 終わったら，自分で答え合わせとやりなおしをして先生にノートを出しましょう。 

○ 学習したことを後で何度もふり返ることができるように，ノートはきれいにまと

めるようにしよう。分からなかったことは，先生に何度もしつ問してみよう。 



社 会 
ステップ１ 

① 教科書や副
ふ く

読本を声に出して読もう。［３回以上］ 

② 地図記号
き ご う

カードを作ってみよう。 

③ 自分で問題を作ってといてみよう。 

ステップ２ 

① 学校で学習したことを，もう一度 ノートに書いてみよう。 

② 地図をかいてみよう。 

③ 「社会科の用語」を使って，社会科のクイズを作ってみよう。 

④ 家の人といっしょに社会科に関することを体けんしてみよう。 

⑤ 家の人といっしょに枕崎市内をたんけんしてみよう。 

※ 社会科の副読本を使って，枕崎市
ま く ら ざ き し

や鹿児島県
か ご し ま け ん

のことをくわしく調べてみよう。 

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地図記号をまとめるときは，もとになったもの（由来
ゆ ら い

）もいっしょに書いておこう。 

○ 覚えた地図記号
き ご う

を使
つか

って，わたしたちが住んでいるいる枕崎
まくらざき

市の地図を作ってみよう。 

○ 白地図を使って，自分だけの都道府県
と ど う ふ け ん

クイズを作ってみよう。 

※ 47 都道府県名を全部覚
おぼ

えることができるように，何度もくり返し

声に出したり書いたりしてみよう。 

○ 自分がきょう味をもった学習については，教科書や副読本だけではなく，図書館

の本やインターネットを使ってくわしく調べてみよう。 
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○ 大切な社会科

の用語は，自主

学習ノートにも

しっかりまとめ

ておこう。 



理 科 
ステップ１ 

① 勉強したところの教科書を読もう。 

② 教科書の「まとめ」を自主学習ノートに写そう。 

③ 教科書にのっているこん虫
ちゅう

や植物を，家でもさがしたり調べたりしてみよう。 

④ じゅ業で学んだことを利用して，おもちゃを作ってみよう。 

  （ゴム・風・じ石
しゃく

・電気のせいしつを使ったおもちゃ） 

ステップ２ 

◆ 学習ノートの見本の他にも，家にあるいろいろな物を調べてみよう。 

【学校の実けんの続きを行う例】 

○ ゴムの車の動くきょり 

○ 鏡
かがみ

ではね返した光を重ねた場所の温度 

○ 金ぞくの実
じ っ

けん（電気を通すか？・じ石に付くか？） 

【その他の例】 

○ 形が変わると物の重さは変わるのかどうかを調べよう。 

○ 自分の家の近くにいるこん虫を調べよう。 

ノートの例 
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○ 学校で行っ

た実けんの続

きをやってみ

よう。 

○ 必要
ひつよう

な場合は，図も使ってまとめよう。 

○ 自分がきょう味をもったことを，夏休みの理科研究でもくわしく調べてみよう。 

 

 

○ 大切な理科の用語は，朱
しゅ

書きにしたり線を引い

たりするなどして，後から復習をすることができ

るようにしておこう。 

○ 必要な場合は，図も使って学習のまとめをしよ

う。 
○ 植物やこん虫

ちゅう

などの観察
かんさつ

記ろくを自主学習でし

てみるのもいいでしょう。 

○ 結果
け っ か

から分かったことを，自分の言葉でまとめてみよう。 



国 語 
ステップ１ 

① 音読…今，勉強しているところを読もう。 

② 文字…習った漢字や熟語
じ ゅ く ご

をノートに書こう。 

③ 視
し

写
し ゃ

…教科書の文や詩，お話などをノートに書き写そう。 

④ 読書…いろいろな種類の本を読もう。 

ステップ２ 

① 暗唱…短歌
た ん か

・俳句
は い く

・ことわざ・故事
こ じ

成語
せ い ご

などを覚えよう。 

② 文字…習った漢字の意味を調べ，熟語を使って短文を作ろう。 

③ 日記・作文…自分でテーマを決めて書こう。 

（ニュースや身の回りの事柄
こ と が ら

など） 

④ 読書…読み終わったら，感想を書いたり話したりしよう。 

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○ 世の中の出来事や身の回りの事がらにつ

いて，自分の考えや意見を書いてみよう。 

○ 日記や夏休み作文の題材にして，自分の

考えや思いを積極的に書いてみよう。 

○ 今日授業で習ったこ

とを，その日のうちに

ノートにまとめながら

ふり返ってみよう。 

 

【学習の例】 

※ 主語と述語 

※ ことわざ・故事成語 

  慣用句 

※ 敬語 

※ 和語・漢語・外来語 

※ 複合語 

※ 短歌・俳句 

※ 仮名の由来 

※ 二十四節気 など 

○ 「日記」「短文作り」「視写」などを書き終わったら，もう一度読み返してみよ

う。語句や文章の表現にまちがいはなかったかな。 

 

○ 漢字の読みは，音読み・訓読み（音訓）の区別が

しっかりできるようにしよう。 

○ 新出漢字ごとに調べた言葉や短文をまとめよう。 

○ 教科書巻末の語句索引
さくいん

や辞典を使って，新出漢字

を使ったいろいろな言葉を集めてみよう。 

新聞記事の切りぬきなど 
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小学校５・６年生の学習 



算 数 
ステップ１ 

① これまでの学習で間違
ま ち が

えた問題をもう一度解
と

こう。 

② 授業で自信のなかった問題をもう一度解こう。 

③ 計算のしかたを書こう。（計算ドリルの問題をくり返し解こう。） 

④ 算数の用語を覚えよう。 

⑤ 三角定規
じ ょ う ぎ

・コンパスを使って図形や模様
も よ う

をかこう。 

ステップ２ 

① 授業で習ったことを使って問題を作ろう。 

② 教科書の練習問題を解こう。 

③ 身の回りから算数に関係するものを見つけて調べよう。 

（物の長さや場所の広さなどについて）  

④ 三角定規・コンパスを使って，作図をしよう。 

※ 二等辺三角形・正三角形・円・台形・ひし形 

ノートの例 
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○ 今日学習したことを，その日のうちに自主学習のノ

ートにもまとめてみよう。算数の用語や学習をするう

えで大切なところは，朱
しゅ

書きにしたり線を引いたりし

よう。（用語は，意味を理解しながら覚えよう。） 

○ 終わったら，自分で答え合わせとやりなおしをして先生にノートを提出しましょう。 

○ 学習したことを後で何度もふり返ることができるように，ノートはきれいにまと

めておこう。分からなかったことは，納得がいくまで学校で先生に質問してみよう。 

 

【大切】 

○ 図や表で考

えてみよう。 

○ 学習のまと

めもしっかり

しよう。 

○ どうしてその式になるのか，その理 

由も考えながら立式をしよう。 

 



社 会 
ステップ１ 

① 教科書や副読本を声に出して読もう。［３回以上］ 

② 大事な言葉に線を引き，大事な図を線で囲もう。 

③ 大事な言葉や図・グラフをノートに書き写そう。 

ステップ２ 

① 授業で学んだことを，もう一度自分なりに整理してノートにまとめよう。 

② カードを使って，大切なことをまとめよう。 

③ テーマを決めて，調べたことをまとめよう。 

④ 新聞記事を集めよう。 

⑤ 家の人といっしょに体験してみよう。 

（実際に自分で確かめてみよう。） 

ノートの例 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ１】 

５年生…都道府県名とその位置，６大陸３大洋，日本を中心とした周辺の国々 

６年生…教科書に出てくる歴史人物 42名についてみよう 

（人物名，行ったこと，活やくした時代など） 

【ステップ２】 

５年生…日本地図［地勢図，分布図など］，国土の広がり，地形の特色， 

気候の特色［雨温図］，米の生産量・消費量［グラフ］，食糧自給率， 

      漁業別生産量［グラフ］，工業地帯と工業地域，輸出入の割合変化［グラフ］ 

６年生…各時代の様子［イラスト］，歴史人物と年表，政治のしくみ，世界の中の日本 など  

 

○ テレビやラジオ，新聞で話題になっている社会科の学習に関係することについて

は，図書館の本やインターネットなどでくわしく調べてみよう。 

○ 地図・グラフ・表などを用いて，学習したことをその日のうちに分かりやすく自主学習ノートに整

理してみよう。ノートに整理することで，学習した内容が自分のものになります。 
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○ 歴史用語は，流れでおさえよう。 

○ 地図で確認をしながら覚え

よう。↓ 

 



理 科 
ステップ１ 

① 教科書に出てくる太字の大切な用語を覚えよう。 

② 観察や実験のしかた，器具や薬品の名前，注意することなどを覚えよう。 

③ 教科書の図などを，自主学習ノートに写し，説明も付け加えておこう。 

④ 教科書の「まとめ」を自主学習ノートに視写
し し ゃ

しよう。 

⑤ 理科のノートを見直し，書き足りないところは書き加え，きちんと整理して

おこう。 

⑥ 実物を見たり，生活の中で使われている物を探したりしよう。 

ステップ２ 

① 教科書に出てくる大切な用語の意味を自分の言葉で書いてみよう。 

② 教科書の「たしかめよう」や「学びをつなごう」をもう一度解いてみよう。 

③ 授業で学習したことを，家庭でも確かめよう。 

④ 理科の内容に関わる本や雑誌
ざ っ し

を読んでみよう。 

⑤ 授業で疑問に思ったことを，図鑑やインターネットを利用して調べよう。 

⑥ 学習したことが，生活の中のどこで生かされているか見つけよう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習した内容と身の回りにある理科と

のつながりについても調べよう。 

○ 教科書をフルに活用して，単元のまとめ

を自分でもしてみよう。 

○ 理科の器具や薬品の使い方については，大事なと

ころをしっかりと覚えておこう。 

○ 身近な生活の中にある理科を探してみよう。 
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国 語 

ステップ１ 

① 教科書下段「脚注
きゃくちゅう

」の語句をノートに整理しよう。 

○ 辞書を使って意味を調べよう。      ○ 似た意味の語句（類義語）を書こう。 

○ 反対の意味の語句（対義語）を書こう。 ○ 短文を作ろう。 

② 新出漢字一覧（教科書巻末）の漢字をノートに整理しよう。 

③ 教科書を繰り返し音読しよう。    

ステップ２ 

① 語句に関する学習は，ステップ１を参考に取り組もう。 

② 各教材の末尾にある課題をノートにやってみよう。 
【予習】 

○ 「学びの道しるべ」の課題について自分の考えをまとめよう。 

【復習】 

○ 「学びを広げる」「学びを振り返る」の課題について自分の考えをまとめよう。 

○ 「学びを広げる」の問題に取り組み，先生に見てもらいましょう。 

○ 教科書巻末の「資料編」を読んで，学習したことをノートにまとめてみよう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教科書下段の「脚注」を活用し，出てきた語句を分かりやすく

自学ノートにまとめよう。 

○ これ以外に，「四字熟語」・「慣用句」・「ことわざ」・

「故事成語」・「文法」等の学習もやってみよう。 

○ 「学びの道しるべ」を参考にして，予習と復習に取り組んで

みよう。 

○ 教科書巻末の参考資料の中には，学習に役立つ内容がたくさ

ん載
の

っています。家庭学習の中でも積極的に活用してみてくだ

さい。 
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中学校１・２・３年生の学習 



数 学 
ステップ１ 

① 今日の授業を振り返ろう。  

② 授業の例題を自分の力で解こう。 

③ 自分の力を確かめるために，よく似た問題に挑戦しよう。 

ステップ２ 

① 授業のポイントを，もう一度ノートにまとめ直そう。 

② 発展問題に挑戦しよう。 

③ 次の学習に興味をもち，予習をしよう。 

ノートの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教科書にも発展（応用）問題が載
の

っています。巻末には解答も載って

います。ぜひ活用してください。 

○ 数学的用語は，ただ教科書やノー

トを書き写すだけではなく，自分で

もしっかりと説明することができる

ように考えながらまとめよう。 

○ 終わったら，自分で答え合わせとやりなおしをして先生にノートを提出しよう。 

 

○ 学習した内容は，その日のうちに

自主学習でも振り返ってみよう。 
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○ 理解をより深めるために，例題に

よく似た問題を解いてみよう。 

○ 疑問に思ったことや解決で

きなかったことについては， 

学校で先生に分かるまで質問

してみよう。 

 



社 会 
ステップ１ 

① 教科書の太字で表した「重要語句」や学習した「用語」を覚えよう。 

② 「重要語句」や「用語」の意味や内容をまとめよう。 

【ノートづくりの手順】 

○ 「重要語句」や授業で学習した「用語」をノートに書き写そう。 

○ 「重要語句」や「用語」の意味や説明が書かれている部分を教科書から探し，線を引こ 

う。 

○ 線を引いた部分を，ノートに「できるだけ短い文」で書き写そう。 

ステップ２ 

① 教科書の太字で表した「重要語句」や学習した「用語」を関連付けて理解し 

よう。 

② 興味をもったことを，資料集やインターネットなどで進んで調べてみよう。 

【ノートづくりの手順】 

○ 「重要語句」や授業で学習した「用語」を「表」や「図」にまとめよう。 

○ 資料集やインターネットなどで調べたことも書き加えると，さらに詳しい内容のノート 

になります。 

○ ノートに書いたことを，もう一度きれいに書き直してみよう。一度では覚えられないこ

ともくり返し書くことで覚えやすくなります。 

ノートの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ まとめた学習をベースに，自分だけの一問一答形式の問題を作ってみよう。 

○ テレビやラジオ，新聞に出ている話題にも関心をもとう。 

 - 19 - 

○ 教科書巻末には，社会科の用語集・歴史年

表，その他社会科の単元全体の学習内容に関連

するいろいろな資料や写真等も載っています。

分からない言葉が出てきたら，その都度自分で

調べるようにしよう。 

 地理・公民（用語解説）・歴史（歴史年表他） 

 

○ 今日学んだことを，自主学習ノートにも再度

整理しながらまとめてみよう。 



理 科 
ステップ１ 

① 教科書を参考に理科ノートを見直し，学習したことを整理しよう。 

② 観察・実験の方法を，ねらいと関連付けて理解しよう。 

③ 教科書の太字（重要語句）をしっかり覚えよう。 

④ 観察・実験の器具や薬品名，注意事項なども覚えよう。 

⑤ 基礎・基本を大切にし，覚えるべきものはしっかり書いて覚え，問題はでき

るまで何度も繰り返し練習しよう。 

⑥ 学習した内容が，生活の中で活用されているところを見つけよう。 

ステップ２ 

① 授業で使う理科ノートをもとに，自分だけのオリジナルノートを作ろう。 

② 教科書の大切な図なども入れて，説明を書き加えよう。 

③ 教科書の太字＝重要語句の説明を書こう。 

④ 問題を解こう。 

⑤ 間違えた問題については，理由やポイントを書きながら理解を深めよう。 

⑥ 問題を解いた後，関連する内容も調べてみよう。 

⑦ 理科の学習と日常生活とのつながりを考えよう。 

⑧ さらに，学習内容に関連した疑問点について調べてみよう。学習内容と関連

付けて考えてみよう。 

ノートの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 日常生活の中から，理科の学習に関係するものをいろいろ探してみよう。 

○ 理科に関する最新のニュースにも興味・関心をもとう。 
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○ 今日学んだことを，自主学習ノートにも

再度整理しながらまとめてみよう。 

○ テスト前は，単元末の「確かめと応用」を

活用して学習内容の定着を図ろう。 

 

○ 「学んだことをチェックしよう」を活用

して，学習したことの基礎・基本を振り返

ろう。学んだことがしっかりと定着してい

ることを確認するために，日々の自主学習

でも積極的に取り組んでみよう。 

 

 



英 語 
ステップ１ 

１ ステップ１では，教科書をしっかり音読することから始めます。音読は非常

に効果があります。読めないのに書いても効果は上がりません。「読むことがで

きる」→「書くことができる」へと力を付けていきましょう。 

① 繰り返し音読しよう。 

② 書く練習を繰り返して，粘り強く少しずつ覚えよう。 

③ 練習問題に取り組み，丁寧に答え合わせをして実力を付けよう。 

ステップ２ 

２ ステップ２では，ステップ１で身に付けた語句や基本文をもとに，自分でオ

リジナル問題を解けるようにしましょう。 

① 発音やイントネーションを意識して，暗唱できるまで音読しよう。 

② 単語や文をテスト形式でチェックしよう。 

③ 自分だけのオリジナルノートをつくろう。 

ノートの例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 新出単語は，発音や意味だけではな

く，関連する単語も一緒に覚えよう。 

○ 新出単語は，何度も繰り返し書いて

覚えよう。 

○ 今日学習した内容は，自主学習で

その日のうちに振り返り，学んだこ

とを分かりやすく整理しておこう。 

○ 学習したことを整理することをと

おして，知識の定着を図ります。 

○ 学習したことに関係する練習問題

にも積極的にチャレンジしよう。 

 

 

 

○ まとめた学習を基にして作った自分だけのオリジナルノートで復習をしてみよう。 

○ テレビやラジオ，インターネットで配信される生の英語にも積極的に触れてみよう。 
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その他にも家庭で取り組んでほしいこと 
★ 小学校１・２年生 

① 生かつかの学しゅうをふりかえり，家で自分ができるしごとにチャレンジして

みよう。 

② なわとびや鉄ぼうなど，自分にできる体力づくりにチャレンジしよう。 

③ けんばんハーモニカのれんしゅうをしたり，動しょく物のかんさつをしてみ

よう。 

④ きょうみのある本やすきな本をたくさん読もう。 

⑤ 地いきぎょうじにさんかして，地いきの人とのかかわりを深めよう。 

★ 小学校３・４年生 

① 社会や理科で勉強する地
ち

いき社会の文化や産業
さ ん ぎ ょ う

，自然にふれる体験をしよう。 

② 音楽のリコーダーで習った曲の練習をしよう。 

③ なわとびや鉄ぼうなど，体力づくりにチャレンジしよう。 

④ きょうみのある本や好きな本をたくさん読もう。 

⑤ 地いき行事に参加して，地いきの人との関わりを深めよう。 

★ 小学校５・６年生 

① 社会や理科で勉強する地域社会の文化や産業，自然にふれる体験をしよう。 

② 音楽のリコーダーで習った曲の練習をしよう。 

③ なわとびや鉄ぼうなど，体力づくりにチャレンジしよう。 

④ 興味のある本や好きな本をたくさん読もう。 

⑤ 地域の行事やボランティア活動に参加して，地域の人との関わりを深めよう。 

★ 中学校１・２・３年生 

① 社会や理科で勉強する地域社会の文化や産業，自然に触れる体験をしよう。 

② いろいろな曲を聴き，好きな音楽の幅を広げよう。 

③ 美術館・展覧会に出掛け，アートに触れよう。 

④ 自分や人の命を大切にし，健康でたくましい体をつくろう。 

⑤ 食生活に関心をもち，健康によい食習慣を身に付けよう。 

⑥ 興味のある本や話題になっている本，好きな本をたくさん読もう。 

⑦ 地域の行事やボランティア活動に参加して，地域の人との関わりを深めよう。 
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○ 社会
しゃかい

に出
で

たときの「生
い

きる力
ちから

」を家庭
か て い

や地域
ち い き

で育
はぐく

もう。  

○ 家庭
かてい

や地域
ちいき

で，いろいろな体験
たいけん

活動
かつどう

に取
と

り組
く

もう。 

○ 自分
じぶん

の健康
けんこう

に関心
かんしん

をもち，体 力
たいりょく

づくりにも積 極 的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

もう。 

○ 美術
びじゅつ

作品
さくひん

を鑑 賞
かんしょう

し，自分
じぶん

でも美術
びじゅつ

（図画
ず が

工作
こうさく

）の作品
さくひん

づくりに取
と

り組
く

もう。 

○ いろいろな音楽
おんがく

を聴
き

き，自分
じぶん

でも楽器
がっき

の練 習
れんしゅう

に取
と

り組
く

もう。 

 

 

 

 



４ 中学生の皆さんへ 

【１日の生活スケジュール】 

  部活や習い事など，１日の大半を学校で過ごす中学生にとって，家に帰ってからの時間の使

い方は大変重要です。自分に合った生活の仕方を考え，自分なりに工夫していきましょう。 

 ※ 家庭での過ごし方の例 

  ＜パターン①：夜型＞ 

  18:00  19:00  20:00    21:00  22:00   23:00   0:00   1:00  2:00 

 

 
 

  ＜パターン②：朝型＞ 

  18:00  19:00  20:00  21:00   ～～～      4:00   5:00   6:00  7:00 

 

 

 

 

【１日の生活時間の中で 120分（２時間）の学習時間をどう生み出していくか？】 

 「１日２４時間」は，皆さん一人ひとりに平等に与えられた時間になります。学校で送る生活

は，時間割表に基づいて規則正しく進んでいきますが，家庭で過ごす時間は，ある意味「自分の

考え方次第で自由に過ごすことができる時間」にもなります。だからこそ，与えられた貴重な時

間を毎日有効に使っていくことがとても大切です。家庭での自分の過ごし方をしっかりと見つめ

直し，自分に合った家庭学習の仕方を習慣化させていきましょう。 

 

【中学生の保護者の皆様方へ】 

○ 中学生は，義務教育の集大成となる大切な時期です。中学３年間で，進路の決定はもちろんの

こと，子供に応じた学習スタイルの確立が必要になります。小学生の時のように，常に寄り添う

だけではなく，自立させるために，一人で頑張らせる部分と，傍にいて頑張りを認める部分をそ

れぞれ取り入れながら，子供の意欲を高めてあげてください。 

○ 将来の夢やなりたい職業について興味・関心が高まる時期です。家庭でも，将来のことや進路

のことなど，子供と話し合ってみてください。保護者が自分の中学校時代を振り返り，昔の夢や

目標について語ることも子供にとっては非常に貴重な時間となります。 

 

帰宅 夕食・自由 家庭学習時間 就寝

帰宅 夕食・自由 就寝～ ～就寝 家庭学習時間
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【家庭学習の充実に向けて①】 

１ 家庭学習で「学ぶ力」を育てましょう！ 

小・中学校での学習は，子供たちが将来社会人として自立するための基礎となる「学ぶ力」を

育てます。「学ぶ力」とは，「もっと調べてみたい」「もし…だと，これからはどうなるのだろ

う」「なぜ…なのだろう」などと，自分の中に生じた疑問を基にしながら，これまで学んできた

知識を生かし，見通しをもって考える力のことです。この力は，学校の授業の中はもちろんのこ

と，家庭学習においても同時に育んでいかなければならないものになります。そのようなことか

ら，本市では「家庭学習40･60･90･120運動」の積極的推進を図っています。 

これから先の世の中は，予測困難な時代が待ち構えています。人生の中で，どんなに困難なこ

とがあっても決してくじけることなく，何事にも積極的にチャレンジしようとする人材の育成が

望まれています。毎日の家庭学習の習慣を身に付けさせることで，子供の主体性や自律性を伸ば

し，目標をもって人生を心豊かに生きる力につなげていき，子供たち自身の将来への大きな財産

となるようにしていくことが今強く求められています。 

枕崎市の子供たちの家庭学習が，今後さらに充実していくために，この冊子が積極的に活用さ

れることを願っています。 

※ 家庭教育手帳を活用する場として → 家庭教育学級・全校ＰＴＡ・学級ＰＴＡ 

※ 枕崎市ホームページにも，この家庭教育手帳のデータをアップしています。スマートフォン 

 やタブレット，パソコンでもご覧ください。 

 

２ 家庭を「学び」の環境に！ 

子供が進んで学ぼうとする力は，「一番安心できる家庭」「安定した生活リズム」「毎日の学

習の積み重ね」の中で身に付いていきます。また，子供は，家族に認められ励まされることを多

く経験する中で，「がんばってよかった」という充足感や「見守られている」という安心感を得

ることができます。子供たちが日々努力を続けていく中で，自分にもっと自信をもつことができ

るように，学校と家庭がお互いに協力し合い，子供の「学ぶ力」を育てていく必要があります。 

＊ 家庭（保護者）と学校（教師）が，家庭学習の習慣化を目指して互いに協力し合うこと 

 で，子供のやる気を促し，「学ぶ力」を育みます。 

＊ 子供の家庭学習が充実するように，学びの環境を整え，家族の温かいふれあいを増やし 

ていきましょう。 

（そのために）「家庭や学校が心がけること」 

【家庭の役目】 

☆  生活リズムを整え，決まった場所と時間で,学習に集中できる環境を整える。 

☆  がんばりを認め，励ましと家族間の対話のある温かいふれあいの場をつくる。 

【学校の役目】 

☆  基礎学力を付け，学び方を教え，主体性を育てる学習指導の推進を図る。 

☆  子供のよさを生かした家庭学習の提案を図る。 
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【家庭学習の充実に向けて②】 

３ 家庭学習って何？ 

家庭学習では，宿題だけでなく自主学習もします。 

◎ 宿題   →   学校から出される必ずしなければならない課題です。主に「読む」

「書く」「計算」などの基礎学力を身に付けることをめざします。 

◎ 自主学習 →   自分で課題を見つけ，それを基にして自分自身で進めていく学習で

す。自分自身で物事を追求することをとおして，思考力や表現力な

ど，未来の社会人として必要な力が身に付くことをめざします。 

<家庭学習で取り組む自主学習の進め方の例>  

国語       → 漢字や言葉の意味調べ・視写・日記・音読 

算数・数学    → 計算練習・公式を覚える・問題作り 

社会・理科・総合  → 用語など授業で学習したことをまとめる 

家庭・体育・図工 → 学習したことを家庭でも実際に試す 

英語       → アルファベット・単語・基本文型を声に出しながら書いて覚える音 

読・基本文型を使った作文や会話文作り 

※  その他     

 

 

 

４ 家庭学習で身に付く力って？ 

基礎学力が確実に身に付くだけでなく，自分で学習する時間をつくり出そうとする態度が「考

える力」や「表現する力」，そして，見えない学力（「意欲」「自分をコントロールする力」

「生活リズムを整える力」「自己決定力」「集中力」「課題発見力」「課題解決力」「豊かな自

尊感情」）となって，自分自身を高めていきます。これらの力は，毎日こつこつと努力する繰り

返しの中で自然に身に付いていきます。そして，この力は社会人となったときに力強く生きてい

くために必要な力にもなっていきます。 

 

５ 家庭学習の内容の確認を！ 

この家庭教育手帳に，発達段階に応じた家庭学習の参考例を載せています。それを基に意欲的

に学習を進めていくことが大切です。また，子供が学習に取り組んだ内容については，必ず家庭

でも目を通していただけるとありがたいです。子供たちは，家族や教師のアドバイスを励みにし

て，次の学習にも意欲的に取り組むようになります。 

～ 家庭学習の内容の確認のポイント ～ 

①  丁寧な字で書き，文章などの誤字や脱字はないか。計算などのまちがいはないか。 

②  学習した内容が，復習や予習などの中身のあるものになっているか。 

③ 学習した内容が，自分のものになっているか。（学習したことを質問してみる。） 

 

● 市販のドリルや問題集の問題を解く。 ● テストのやり直しをする。 → 【全ての教科】 

● 一人一台のタブレット端末を活用して，ＡＩドリル等に取り組む。（ＩＣＴ機器の活用） 

● テレビの教育番組や英語番組などを視聴する。etc. 
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【家庭学習の充実に向けて③】 

６ 枕崎市内の小・中学生の学習の様子について！（令和３年度と令和４年度の調査結果より） 

家庭での過ごし方に関するアンケート結果より 

 令和３年度と令和４年度に，枕崎市の全小・中学校の児童生徒を対象に行った家庭での過ごし方

に関するアンケートの調査結果です。 

（１）１日当たりの家庭学習時間の目標達成率 

令和３年 ７月 小１・２年（６３）％ 小３・４年（４６）％ 小５・６年（２３）％ 中全学年（２７）％ 

令和３年１２月 小１・２年（７５）％ 小３・４年（５３）％ 小５・６年（２５）％ 中全学年（３１）％ 

令和４年 ７月 小１・２年（６７）％ 小３・４年（４３）％ 小５・６年（２９）％ 中全学年（２７）％ 

令和４年１２月 小１・２年（７３）％ 小３・４年（４５）％ 小５・６年（２４）％ 中全学年（２５）％ 

 ○ 本市では，学年に応じた家庭学習の時間の確保「40･60･90･120（分）運動」を呼びかけてい

ます。家庭での手伝い・習い事・スポーツ少年団・部活動・遊び等があり，家庭学習の時間を

確保することが難しいところもあると思いますが，時間の使い方を改めて見直し，一日の生活

の中に家庭学習の時間をしっかりと位置付けさせていくことが大切です。 

 

（２）自主学習に取り組んでいる子供の割合 

令和３年 ７月 小１・２年（３０）％ 小３・４年（２４）％ 小５・６年（２９）％ 中全学年（５６）％ 

令和３年１２月 小１・２年（２８）％ 小３・４年（２３）％ 小５・６年（２４）％ 中全学年（４６）％ 

令和４年 ７月 小１・２年（２２）％ 小３・４年（２３）％ 小５・６年（３４）％ 中全学年（４９）％ 

令和４年１２月 小１・２年（２２）％ 小３・４年（２１）％ 小５・６年（２０）％ 中全学年（４４）％ 

 ○ 小学生の自主学習の取組状況については，令和３年度・令和４年度ともに全体的に低い傾向

にあります。家庭学習が，宿題に取り組むだけになっていないでしょうか。「自学ノート」を

使った学習については，「まくらざき家庭教育手帳」や各学校で紹介されている「学びの手引

き」などを参考にしながら，家庭でも子供たちと一緒に確認をしてみてください。 

 

（３）自分から「メディアコントロール」に取り組んでいる割合 

令和３年 ７月 小１・２年（７０）％ 小３・４年（５９）％ 小５・６年（５０）％ 中全学年（４２）％ 

令和３年１２月 小１・２年（６５）％ 小３・４年（５７）％ 小５・６年（５５）％ 中全学年（３９）％ 

令和４年 ７月 小１・２年（６６）％ 小３・４年（５６）％ 小５・６年（４９）％ 中全学年（４２）％ 

令和４年１２月 小１・２年（６４）％ 小３・４年（５１）％ 小５・６年（４７）％ 中全学年（３９）％ 

○ アンケート調査の結果から，「メディアコントロール」に進んで取り組んでいる子供の割合

は，学年が上がるごとに低くなっている傾向にあることが分かります。ゲームやインターネッ

ト上にあるいろいろな情報は，「その次をしたい，その次を観たい」という仕掛けがたくさん

されています。だからこそ，未来を生きる今の子供たちに「自分自身でメディア機器の使用を

セルフコントロール」することの大切さについて繰り返し呼びかけていく必要があります。 
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※ コロナ禍により，「メディア機器」触れる時間が長くなっていませんか？ 

「メディア機器」に触れる時間を，セルフコントールできるようにしていきましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
か

い て み よ う ② ！ 「 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

リ ズ ム チ ェ ッ ク シ ー ト 」  
小 学 生

し ょ う が く せ い

は 「 家 庭

か て い

学 習

が く し ゅ う

強 調

き ょ う ち ょ う

週 間

し ゅ う か ん

」 、 中 学 生

ち ゅ う が く せ い

は 「 テ ス ト 期 間

き か ん

」 に 合
あ

わ せ て 、 学 期

が っ き

に 一 回

い っ か い

、 家
い え

で の 過
す

ご し 方
か た

を チ

ェ ッ ク し て み よ う 。 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

の リ ズ ム を 調
し ら

べ た ら 、 家 族

か ぞ く

で 振
ふ

り 返
か え

っ て み よ う 。  
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書
か

い て み よ う ② ！ 「 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

リ ズ ム チ ェ ッ ク シ ー ト 」  
小 学 生

し ょ う が く せ い

は 「 家 庭

か て い

学 習

が く し ゅ う

強 調

き ょ う ち ょ う

週 間

し ゅ う か ん

」 、 中 学 生

ち ゅ う が く せ い

は 「 テ ス ト 期 間

き か ん

」 に 合
あ

わ せ て 、 学 期

が っ き

に 一 回

い っ か い

、 家
い え

で の 過
す

ご し 方
か た

を チ

ェ ッ ク し て み よ う 。 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

の リ ズ ム を 調
し ら

べ た ら 、 家 族

か ぞ く

で 振
ふ

り 返
か え

っ て み よ う 。  
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書
か

い て み よ う ② ！ 「 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

リ ズ ム チ ェ ッ ク シ ー ト 」  
小 学 生

し ょ う が く せ い

は 「 家 庭

か て い

学 習

が く し ゅ う

強 調

き ょ う ち ょ う

週 間

し ゅ う か ん

」 、 中 学 生

ち ゅ う が く せ い

は 「 テ ス ト 期 間

き か ん

」 に 合
あ

わ せ て 、 学 期

が っ き

に 一 回

い っ か い

、 家
い え

で の 過
す

ご し 方
か た

を チ

ェ ッ ク し て み よ う 。 一 週 間

い ち し ゅ う か ん

の 生 活

せ い か つ

の リ ズ ム を 調
し ら

べ た ら 、 家 族

か ぞ く

で 振
ふ

り 返
か え

っ て み よ う 。  



 

 

 

 
 
 

 読書は，言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，創造力を豊かにします。また，人生を豊かな

ものにし，より深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないものです。 

 ＜子供の発達段階に応じた読書活動＞ 

乳幼児 家族と一緒に 20 分 
 読み聞かせなど，家族の協力が必要です。家族一緒

に読書の習慣をつくりましょう。 

小学生 朝読み夕読み 20 分 
 言葉や文章の意味を考えながら音読することが大切

です。朝や夕方の音読を続けましょう。 

中学生 ジャンルを広げて 20 分 

 読書の幅を広げることが大切です。文学・科学・歴

史・郷土など，様々なジャンルの本に幅を広げて読ん

でみましょう。 

高校生 自分を見つめる 20 分 

 自分自身の生き方を見つめるためにも読書が大切で

す。いつも身近に本を置き，１日20分の読書に心掛け

ましょう。 

 

目標を決めて「1 日 20 分読書」に取り組みましょう！ 

例：「日曜日の夕食後は，家族みんなで必ず読書をする」「様々なジャンルの本を読む」など 

 ＜我が家の目標＞ 

 

 

 

【読書のお悩みＱ&Ａ】 

Ｑ： 家庭で読書の習慣を身に付けるにはどうすればいいでしょうか。 

 Ａ： 家族全員で本を読む習慣を定着させていくことが必要です。そのためには，テレビを消

して読み聞かせをしたり，家族で好きな本を読んで読んだ本について話し合ったりしてみ

ましょう。 

 

○ 本に親しもう ～いつも身近に一冊の本を～ 

｢1 日 20 分読書｣に取り組もう！ 
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《枕崎市立図書館の紹介》 

 枕崎市では，本を身近に感じられる環境づくりをめざしています。本館だけでなく，市内 8

か所（金山・桜山・立神・枕崎・別府の各地区公民館，健康センター，片平山児童センター，

児童館）に，配本所を設置してあります。予約・リクエスト（返却の連絡・購入希望リクエス

ト・他の図書館から貸出）やレファレンスサービス（調べ物の手伝い）なども行っています。 

 ■貸出冊数：一人 5 冊  ■貸出期間：14 日間 

 ■開館時間：午前 9 時 30 分から午後 6 時まで 

 ■休館日：毎週月曜日，毎月第 4 木曜日，年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

 ■Tel./Fax：72-9254 

  ＜催し物やイベント＞ 

 ① おはなしの部屋：幼児・小学生低学年対象，毎月 23 日午後 3 時から絵本の読み聞かせ 

や紙芝居等を実施 

 ② わくワーククラブ：返本，書架整理，館内ディスプレイ作成等の手伝い（年 10 回） 

   対象：小学校４年生から高校生まで 

 ③ ふれあい図書館まつり：「読書講演会」，「おはなしの部屋」での読み聞かせなど 

 ④ テーマ展示：季節に応じたテーマの本を展示（例：新一年生にすすめる本展，高齢者に

すすめる本展，クリスマス絵本展他） 

 ⑤ 読書感想文コンクール：読書週間に読書感想文を募集 

   特選・入選作品の文集を発刊 

【知っていますか】 

○ ４月２３日は「子ども読書の日」 

  「子どもの読書活動の推進に関する法律」で，定められています。 

○ 毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」 

  年間を通じて子供と大人が一緒になって本を読む機会を設け，地域全体で読書活動を推進す

る気運を高めるために，鹿児島県図書館協会が推進しています。 
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「アンボン島
とう

の丘
おか

に ～ 原
はら

 耕
こう

 ～」 

枕 崎

まくらざき

から， 南

みなみ

に４千

せん

キロメートル余

あま

り，赤道

せきどう

を少

すこ

し越

こ

えたところにインドネシアのアンボ

ン島
とう

があります。ここの丘
おか

の上
うえ

と坊津
ぼうのつ

の輝
き

津
しん

館
かん

，枕 崎
まくらざき

港
こう

を望
のぞ

む松之
まつの

尾
お

公園
こうえん

，枕 崎
まくらざき

の外港
がいこう

にある原
はら

公園
こうえん

の４カ所
かしょ

に「枕 崎
まくらざき

カツオ漁 業
ぎょぎょう

の父
ちち

」と言
い

われる原耕
はらこう

の銅像
どうぞう

があります。どの

像
ぞう

も，海
うみ

に向
む

かって夢
ゆめ

を語
かた

りかけるように建
た

っています。 

1884年
ねん

（明治
めいじ

17年
ねん

），原耕
はらこう

は 隣
となり

町
まち

の坊津
ぼうのつ

のカツオ漁師
りょうし

の家
いえ

で生
う

まれ，15歳
さい

の時
とき

に医者
いしゃ

にな

るため大阪
おおさか

高等
こうとう

医
い

学校
がっこう

（今
いま

の大阪
おおさか

大学
だいがく

医
い

学部
がくぶ

）へ進学
しんがく

し，卒業後
そつぎょうご

神戸
こうべ

の病 院
びょういん

に勤
つと

めまし

た。その後
ご

，アメリカやカナダでも見聞
けんぶん

を広
ひろ

め，枕 崎
まくらざき

に帰
かえ

ってきて自分
じぶん

の病 院
びょういん

を建
た

てまし

た。耕
こう

の外科
げ か

手 術
しゅじゅつ

の腕前
うでまえ

は素晴
す ば

らしく，鹿児島
か ご し ま

県内
けんない

のたくさんの医者
いしゃ

が見学
けんがく

に来
く

るほどでし

た。 

そのころカツオ漁 業
ぎょぎょう

はあまり振
ふ

るわなくなっており，台風
たいふう

による大
おお

きな遭難
そうなん

も続
つづ

いて起
お

こ

り，父親
ちちおや

の漁 業
ぎょぎょう

会社
がいしゃ

は倒
とう

産
さん

してしまいました。耕
こう

は，責任
せきにん

を感
かん

じて苦
くる

しんでいる父
ちち

の 姿
すがた

や，遭難
そうなん

した乗組
のりくみ

員
いん

の家族
かぞく

が嘆
なげ

き悲
かな

しむ様子
ようす

を見
み

て，どうにかして遭難
そうなん

を防
ふせ

ぎ，漁民
ぎょみん

を救
すく

わ

なければならないという 考
かんが

えが強
つよ

くなっていきました。そこで，自分
じぶん

の病 院
びょういん

の方
ほう

は女医
じょい

であ

る千代子
ち よ こ

夫人
ふじん

に任
まか

せ，枕 崎
まくらざき

のカツオ漁 業
ぎょぎょう

を立
た

て直
なお

そうと決心
けっしん

したのです。 

「安心
あんしん

してカツオがたくさんいる漁 場
ぎょじょう

に行
い

けたら，みんなうれしいだろう。」 

耕
こう

は早速
さっそく

，枕 崎
まくらざき

に造船所
ぞうせんじょ

を建設
けんせつ

して，これまでの風
かぜ

の 力
ちから

で走
はし

る帆船
はんせん

から，発
はつ

動機
どうき

で走
はし

る大型
おおがた

船
せん

の建造
けんぞう

に取
と

りかかりました。                                

1925年
ねん

（大 正
たいしょう

14年
ねん

），研 究
けんきゅう

と工夫
くふう

を重
かさ

ねた結果
けっか

，重
おも

さ 90トンの県下
けんか

一
いち

の大型
おおがた

船
せん

を完成
かんせい

さ

せ，日々
ひ び

苦労
くろう

をかけている千代子
ち よ こ

夫人
ふじん

への感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを込
こ

めて「千代
ち よ

丸
まる

」と命名
めいめい

しました。 

「山

やま

んよなふっとか船

ふね

を造

つく

って，元

もと

が取

と

るっどかい。」 
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【枕 崎
まくらざき

について知
し

ろう！①】 

 

 



と，あざけり笑
わら

う人
ひと

もいましたが，千代
ち よ

丸
まる

に乗
の

って，これまで行
い

けなかった沖縄
おきなわ

の近
ちか

くの海
うみ

ま

で行

い

き，多

おお

くのカツオを獲

と

って帰

かえ

ってきたのです。そのことにびっくりした他

ほか

のカツオ漁師

りょうし

の

人
ひと

たちも，次々
つぎつぎ

に船
ふね

を大型化
おおがたか

させていきました。しかし，この時
とき

，耕
こう

の視線
しせん

はすでに 新
あたら

しい

漁 場
ぎょじょう

の開拓
かいたく

に注
そそ

がれていたのです。 

 耕
こう

が 新
あたら

しいカツオの漁 場
ぎょじょう

として選
えら

んだ 南
みなみ

太平洋
たいへいよう

の海
うみ

は，浅瀬
あさせ

や早瀬
はやせ

も多
おお

く，大型
おおがた

のサ

メなども多
おお

い危険
きけん

な海域
かいいき

でもありました。赤道
せきどう

近
ちか

くの島
しま

の近海
きんかい

を航海
こうかい

していた時
とき

，岩 礁
がんしょう

が

多
おお

いことが分
わ

かっていたので，減速
げんそく

し，注意
ちゅうい

しながら進
すす

んでいたのですが，突然
とつぜん

， 

「ガガガガガーッ。」 

と千代
ち よ

丸
まる

が浅瀬
あさせ

に乗
の

り上
あ

げてしまったことがありました。この場所
ばしょ

は，とてもサメの多
おお

い海域
かいいき

だったのですが，その時
とき

，耕
こう

は，すぐに小型
こがた

船
せん

を降
お

ろすように言
い

い，それから， 

「水 中
すいちゅう

めがねをやれ。」 

と声
こえ

をかけて， 自
みずか

ら夕
ゆう

やみ迫
せま

るうす暗
くら

い海 中
かいちゅう

に飛
と

び込
こ

んでいったのです。そして，二度
に ど

三度
さんど

と船
ふね

の底
そこ

を潜
もぐ

って調
しら

べると， 

「大丈夫
だいじょうぶ

じゃ。スクリューはいけんもなっちょらん。」 

と声
こえ

を飛
と

ばしてきたのでした。乗組員
のりくみいん

がほっと安心
あんしん

したのは言
い

うまでもありません。この時
とき

，

耕
こう

は 51歳
さい

。その行動
こうどう

はどの若手
わかて

もまねのできない，責任感
せきにんかん

あふれる素早
すばや

いものでした。 

 耕
こう

は，幾多
いくた

の困難
こんなん

を乗
の

り越
こ

え，日本
にほん

からはるか遠
とお

いフィリピンやボルネオ，ニューギニアと

いう南方
なんぽう

の漁 場
ぎょじょう

開拓
かいたく

に乗
の

り出
だ

し，インドネシアのアンボン島
とう

では，現地
げんち

でカツオを加工
かこう

する

ため，鰹 節
かつおぶし

工 場
こうじょう

やかんづめ工 場
こうじょう

，製 氷
せいひょう

工 場
こうじょう

などを備
そな

えた遠洋
えんよう

漁 業
ぎょぎょう

の基地
き ち

づくりを始
はじ

 

めました。その一方
いっぽう

で耕
こう

は，貧
まず

しくて病 院
びょういん

に通
かよ

うことのできない島
しま

の住 民
じゅうみん

たちに対
たい

し無料
むりょう

で治療

ちりょう

して，大変

たいへん

感謝

かんしゃ

されていました。 
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 1932年
ねん

（昭和
しょうわ

７年
ねん

），耕
こう

は 新
あたら

しく造
つく

った第
だい

２・第
だい

３千代
ち よ

丸
まる

とともに３回目
かいめ

の航海
こうかい

に出
で

かけ

ました。これからが本格的

ほんかくてき

な事業

じぎょう

の始

はじ

まりです。ところが日本

にほん

を出

で

てから９カ月

かげつ

，耕

こう

は急 性

きゅうせい

マラリアにかかってしまいました。死期
し き

が迫
せま

った耕
こう

は， 

「おいが死
し

んだら，このアンボンの 港
みなと

の丘
おか

に埋
う

めてくれ。」 

と言
い

い残
のこ

しました。 

夢
ゆめ

をかけた遠
とお

い南洋
なんよう

のアンボン島
とう

で，ふるさとの繁栄
はんえい

と人々
ひとびと

の 幸
しあわ

せを強
つよ

く願
ねが

い，郷土
きょうど

の

産 業
さんぎょう

であるカツオ漁 業
ぎょぎょう

の開発
かいはつ

に情 熱
じょうねつ

を 傾
かたむ

けてきた 58年
ねん

。まさに「耕
こう

」という名
な

のとお

り，南洋
なんよう

の漁 場
ぎょじょう

を 耕
たがや

し，新天地
しんてんち

を切
き

り拓
ひら

いた挑 戦
ちょうせん

の一 生
いっしょう

でした。 

 耕
こう

の死後
し ご

，南洋
なんよう

の情 報
じょうほう

や水路
すいろ

資料
しりょう

，研 究
けんきゅう

された海図
かいず

など，枕 崎
まくらざき

の家
いえ

には本当
ほんとう

にたくさ

んの資料
しりょう

が残
のこ

されていたそうです。 
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千代
ち よ

丸
まる

の進水式
しんすいしき

の様子
ようす

 

原
はら

公園
こうえん

（外港
がいこう

）に建
た

つ原
はら

耕
こう

の銅像
どうぞう

 

○ 枕 崎
まくらざき

のカツオ 漁
りょう

の歴史
れきし

について，学校
がっこう

や市
し

の図書館
としょかん

で詳
くわ

しく調
しら

べてみよう。 

○ お家
うち

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に，原耕
はらこう

の一 生
いっしょう

について詳
くわ

しく調
しら

べてみよう。 



１ 三島村
みしまむら

（黒島
くろしま

）と枕 崎
まくらざき

のつながり 

  三島

みしま

にある硫黄島

いおうじま

には硫黄山

いおうざん

という活火山

かっかざん

があります。 昔

むかし

，この島

しま

で硫黄

いおう

を採掘

さいくつ

し，それ

を枕 崎
まくらざき

まで運
はこ

んでいました。硫黄
いおう

は，黒 色
こくしょく

火薬
かやく

やその他
ほか

にもいろいろな薬品
やくひん

の原 料
げんりょう

とし

て用
もち

いられ，明国
みんこく

（中 国
ちゅうごく

の 昔
むかし

の国名
こくめい

）との貿易品
ぼうえきひん

として島津
しまづ

氏
し

の重 要
じゅうよう

な財源
ざいげん

となって

いました。当時
とうじ

，鹿
か

篭
ご

と呼
よ

ばれていた枕 崎
まくらざき

の小湊
こみなと

は，硫黄
いおう

の一大
いちだい

集積地
しゅうせきち

となっており，そ

こには硫黄崎
いおうざき

という地名
ちめい

も残
のこ

っています。また，その近
ちか

くには，明治
めいじ

２年
ねん

に吹
ふ

き荒
あ

れた廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

（仏 教
ぶっきょう

を排斥
はいせき

し，寺
てら

や仏像
ぶつぞう

などを壊
こわ

すこと）によって廃寺
はいじ

となった「岩崎寺
いわさきでら

」跡
あと

が

ありますが，そのお寺
てら

の正式
せいしき

な名前
なまえ

は「硫黄山
いおうざん

岩崎寺
いわさきでら

」でした。 

黒島
くろしま

は，三島
みしま

の中
なか

でも椎
しい

・樫
かし

・椨
たぶ

といった照 葉 樹 林
しょうようじゅりん

が多
おお

く，遠目
とおめ

に黒
くろ

っぽく見
み

えたこと

から黒島
くろしま

と呼
よ

ばれるようになったといわれています。 自
みずか

ら塩手鼻
しおてばな

の白衣
びゃくい

観音像
かんのんぞう

を制作
せいさく

し， 

黒島
くろしま

との交 流
こうりゅう

事業
じぎょう

を昭和
しょうわ

56年
ねん

から開始
かいし

した当時
とうじ

の市長
しちょう

田代
たしろ

清
きよ

英
ひで

氏
し

の 話
はなし

では，人
ひと

の手
て

で育
そだ

てる技術
ぎじゅつ

が確立
かくりつ

する前
まえ

，椎茸
しいたけ

は貴重
きちょう

な産物
さんぶつ

で，当時
とうじ

の黒島
くろしま

は天然
てんねん

椎茸
しいたけ

の産地
さんち

として有名
ゆうめい

な

島
しま

だったそうです。 

また，黒島
くろしま

の近海
きんかい

には，曽根
そ ね

といわれるカツオなどの回遊魚
かいゆうぎょ

がたくさん寄
よ

ってくる漁 場
ぎょじょう

が

ありました。しかし，当時
とうじ

の黒島
くろしま

では現金
げんきん

収 入
しゅうにゅう

が少
すく

なく，船
ふね

を造
つく

るために枕 崎
まくらざき

の船主
ふなぬし

に

お金
かね

を借
か

りていました。そして，獲
と

れたカツオで鰹 節
かつおぶし

や水産
すいさん

加工品
かこうひん

を製造
せいぞう

・販売
はんばい

して，借
か

り

たお金
かね

を返
かえ

していました。 

その後
ご

，枕 崎
まくらざき

や坊津
ぼうのつ

などから多数
たすう

の漁船
ぎょせん

が黒島
くろしま

近海
きんかい

に進
しん

出
しゅつ

してくるようになり，漁 場
ぎょじょう

 

に収
おさ

め，さらに，毎年
まいとし

１回
かい

は決
き

まった 量
りょう

の米
こめ

を収
おさ

めること，その見
み

返
かえ

りに，海
うみ

が荒
あ

れた時
とき

は，

黒島
くろしま

に避難
ひなん

することを認
みと

めることなどを取
と

り決
き

めました。 

また，当時

とうじ

の船

ふね

は，冷蔵

れいぞう

技術

ぎじゅつ

が無

な

い上

うえ

に船

ふね

のスピードも遅

おそ

かったため，釣

つ

り上

あ

げたカツオが

【枕 崎
まくらざき

について知
し

ろう！②】 
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傷
いた

まないうちに加工
かこう

する必要
ひつよう

があり，船
ふね

の中
なか

に 直 径
ちょっけい

80 センチメートルほどの釜
かま

を積
つ

んで

応 急 的

おうきゅうてき

にカツオを軽

かる

くゆでておき，枕 崎

まくらざき

に帰港

きこう

してから再度

さいど

煮

に

て製品

せいひん

に仕上

し あ

げる「沖

おき

イデ」

製法
せいほう

を 行
おこな

っていました。ただ，この製法
せいほう

では品質
ひんしつ

のよい鰹 節
かつおぶし

をつくることができなかった

ため，漁 場
ぎょじょう

に近
ちか

く，豊富
ほうふ

な森林
しんりん

資源
しげん

があり，かつおをゆでるのに使
つか

う薪
まき

の 供 給
きょうきゅう

に最適
さいてき

な

黒島
くろしま

に作業場
さぎょうば

を設
もう

けて鰹 節
かつおぶし

にする「島
しま

イデ」という方法
ほうほう

が採用
さいよう

されるようになりました。 

大 正
たいしょう

10年
ねん

に枕 崎
まくらざき

に製 氷
せいひょう

工 場
こうじょう

が建設
けんせつ

され，漁船
ぎょせん

が 魚
さかな

の鮮度
せんど

保持
ほ じ

のために 氷
こおり

を使
つか

える

ようになると，「島
しま

イデ」の必要
ひつよう

がなくなり，現在
げんざい

のように枕 崎
まくらざき

にカツオが水
みず

揚
あ

げされ，鰹 節
かつおぶし

に加工
かこう

されるようになりました。 

 

２ 「黒島
くろしま

流
なが

れ」について 

「黒島
くろしま

流
なが

れ」とは，明治
めいじ

28年
ねん

７月
がつ

24日
にち

に黒島
くろしま

地域
ちいき

で 漁
りょう

を 行
おこな

っていた漁船
ぎょせん

が巻
ま

き込
こ

まれた

大海難

だいかいなん

事故

じ こ

のことです。当時

とうじ

は，気象

きしょう

予報

よほう

や通信

つうしん

機器

き き

というものが，現在

げんざい

のように発達

はったつ

して

いなかったため，天気
てんき

の予測
よそく

や判断
はんだん

は経験
けいけん

豊富
ほうふ

な漁師
りょうし

の勘
かん

に頼
たよ

っていました。 

当時
とうじ

の漁船
ぎょせん

は７反
たん

帆船
はんせん

（帆
ほ

の大
おお

きさが７反
たん

あった）と呼
よ

ばれる，一番
いちばん

幅
はば

が広
ひろ

い 所
ところ

で３メー 

トル，長
なが

さが 15メートルぐらいの木造
もくぞう

帆船
はんせん

でした。船
ふね

のスピードが遅
おそ

い上
うえ

に風
かぜ

の影 響
えいきょう

を受
う

けやすく，暴風
ぼうふう

の接近
せっきん

に気付
き づ

いた時
とき

は，常
つね

に遭難
そうなん

の覚悟
かくご

をしなければなりませんでした。この

ようなことから， 昔
むかし

から多
おお

くの海難
かいなん

事故
じ こ

が起
お

こっていたものと思
おも

われます。枕 崎
まくらざき

で明
あき

らか

になっている犠牲者
ぎせいしゃ

だけでも，数 百 人
すうひゃくにん

もいることから，祖先
そせん

の方々
かたがた

は，筆舌
ひつぜつ

に尽
つ

くしがたい

苦労
くろう

とおびただしい犠牲
ぎせい

を払
はら

いながら，今日
こんにち

の漁 業
ぎょぎょう

の 礎
いしずえ

を築
きず

いてきました。 

これまでに起
お

こった多
おお

くの海難
かいなん

事故
じ こ

の歴史
れきし

の中
なか

で，特筆
とくひつ

すべき大海難
だいかいなん

事故
じ こ

が「黒島
くろしま

流
なが

れ」

です。当時
とうじ

，黒島
くろしま

近海
きんかい

で操 業
そうぎょう

中
ちゅう

の漁船
ぎょせん

が，台風
たいふう

の襲 来
しゅうらい

を知
し

って島影
しまかげ

に避難
ひなん

したものの，

風
かぜ

の吹
ふ

き返
かえ

しによって多
おお

くが転
てん

覆
ぷく

してしまいました。この海難
かいなん

事故
じ こ

は，川辺
かわなべ

郡内
ぐんない

全体
ぜんたい

で 281
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艘
そう

の船
ふね

が破
は

船
せん

し，犠牲者
ぎせいしゃ

が 713名
めい

に達
たっ

するという大惨事
だいさんじ

でした。枕 崎
まくらざき

だけでも 411名
めい

の犠牲者
ぎせいしゃ

が出

で

ています。 

台風
たいふう

が去
さ

った後
あと

，黒島
くろしま

の人々
ひとびと

は岩場
いわば

や高
たか

い崖
がけ

の下
した

まで縄
なわ

を使
つか

って降
お

りて行
い

き，必死
ひっし

にけが

人
にん

の 救
きゅう

出
しゅつ

を 行
おこな

いました。また，黒島
くろしま

では貴重
きちょう

な米
こめ

（御用心
ごようじん

米
まい

）を出
だ

し合
あ

って，枕 崎
まくらざき

から

救 助
きゅうじょ

の船
ふね

が来
く

るまで，懸命
けんめい

に 救
きゅう

出
しゅつ

した人
ひと

の食事
しょくじ

の世話
せ わ

や看護
かんご

をしました。 

特
とく

に，黒島
くろしま

のユキノ瀬
せ

という海岸
かいがん

には，けが人
にん

の他
ほか

にもおびただしい水
すい

死体
したい

が流
なが

れ着
つ

きま

した。腐乱
ふらん

が激
はげ

しく誰
だれ

であるか判別
はんべつ

できなかったため，一
いっ

か所
しょ

に集
あつ

めて石油
せきゆ

をかけて火葬
かそう

し，

遭難者
そうなんしゃ

の遺族
いぞく

にはその遺骨
いこつ

を分配
ぶんぱい

して葬儀
そうぎ

を 行
おこな

いました。 

この海難
かいなん

事故
じ こ

で，一家
いっか

の大
おお

きな稼
かせ

ぎ 頭
がしら

を 失
うしな

った多
おお

くの家族
かぞく

が苦
くる

しんでいる 状 況
じょうきょう

を見
み

か

ねた当時
とうじ

の枕 崎
まくらざき

大願寺
だいがんじ

の兼 広 教 真
かねひろきょうしん

代務
だいむ

住 職
じゅうしょく

は，残
のこ

された遺族
いぞく

がこれから自分
じぶん

たちで生活
せいかつ

を支
ささ

えていくことができるようにするために鰹 節
かつおぶし

の 行 商
ぎょうしょう

を勧
すす

めました。また，この 行 商
ぎょうしょう

がどんどん盛
さか

んになっていくともに，枕 崎
まくらざき

の鰹 節
かつおぶし

の全国的
ぜんこくてき

な知名度
ち め い ど

も高
たか

まっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真
しゃしん

左 側
ひだりがわ

から①～④】 
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枕 崎
まくらざき

の歴史
れきし

や伝統
でんとう

を知
し

る体験
たいけん

事業
じぎょう

に参加
さんか

しよう！ 

【枕崎市
まくらざきし

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

生 涯
しょうがい

学習課
がくしゅうか

主催
しゅさい

行事
ぎょうじ

】 

①「少 年
しょうねん

の船
ふね

」：令和
れいわ

５年
ねん

５月
がつ

21日
にち

(日
にち

)[
［

小 学 生
しょうがくせい

以上
いじょう

対 象
たいしょう

] 

②「かつお釣
つ

り体験
たいけん

アドベンチャー」：令和
れいわ

５年
ねん

７月
がつ

25日
にち

（火
か

）[
［

中 学 生
ちゅうがくせい

対 象
たいしょう

] 

① 黒島
くろしま

の断崖
だんがい

絶壁
ぜっぺき

の様子
ようす

  ②  黒島
くろしま

の塩
しお

手
て

鼻
ばな

に立
た

つ白衣
びゃくい

観音像
かんのんぞう

 

③ 遭難
そうなん

現場
げんば

に献花
けんか

する様子
ようす

（少 年
しょうねん

の船
ふね

）  ④ 枕 崎 駅 前
まくらざきえきまえ

にある親子
おやこ

行 商
ぎょうしょう

の像
ぞう

 

 

 



令和５年度 生涯学習課関係の行事について（予定） 

１ ＰＴＡ関係行事 

（１）市Ｐ連関係行事（市Ｐ連事務局：別府中学校） 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

４ 19 水 市Ｐ連運営委員会 枕崎市市民会館 

５ 18 木 市Ｐ連評議員会 枕崎市市民会館 

12 ９ 土 市Ｐ連研究委嘱公開（立神小学校） 立神小学校 

（２）地区Ｐ連関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

６ ６ 火 地区Ｐ連理事会及び総会（同日に開催） 枕崎市市民会館 

６ 28 水 地区Ｐ役員研修会（午後） 南さつま市民会館 

10 25 水 地区Ｐ会員等教育講演会 指宿市民会館 

(３) 県Ｐ連関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

６ ３ 土 県Ｐ連定期総会 県市町村自治会館 

11 14 火 県Ｐ連評議員研修会 鹿児島サンロイヤルホテル 

２ 11 日 県Ｐ研究委嘱公開（南薩大会：南九州市） 南九州市知覧文化会館 

(４) 県民大学講座・人権問題啓発研修会 → 市 内 各 幼 ・ 保 ・ 小 ・ 中 の 家 庭 教 育 学 級 に 関 係 す る 行 事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

８ 29 火 人権問題啓発研修会 10:00～･13:00～ 枕崎市市民会館 

９ 20 水 県民大学講座（家庭教育）15:00～16:30 枕崎市市民会館 

 

２ 中生連関係行事（中生連事務局：立神中学校） 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

５ 24 水 弁論大会運営委員会（国語部） 枕崎市市民会館 

６ ８ 木 第１回常任委員会・顧問会（生徒会） 立神中学校 

７ ７ 金 中学校弁論大会 枕崎中学校体育館 

12 ５ 火 第２回常任委員会・顧問会（生徒会） 立神中学校 

１ 24 水 第３回常任委員会・顧問会（生徒会） 立神中学校 

 

３ ジュニア・リーダーと子ども会関係行事 

(１) 市関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

４ 13 木 第１回市子連理事会 枕崎市市民会館 

５ ９ 火 市子連総会 枕崎市市民会館 

７ ６ 木 第２回市子連理事会 枕崎市市民会館 

11 21 火 第３回市子連理事会 枕崎市市民会館 

12 ２ 土 市子ども会大会（※地区行事と兼ねる） 枕崎小学校 

１ ３ 水 市「二十歳のつどい」 枕崎市市民会館 

２ ４ 日 市生涯学習フェスティバル 枕崎市市民会館 

２ 20 火 第４回市子連理事会 枕崎市市民会館 
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３ ２ 土 子ども会新育成会長及びイン・リーダー研修会 枕崎市市民会館 

 (２) 地区関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

５ 16 火 第１回地区子連運営委員会及び総会 枕崎市市民会館 

６ 24 土 地 区 子 ど も 会 大 会及び育 成 者 ･指 導 者 研 修 会 南さつま市立金峰学園 

11 25 土 地区ジュニア・リーダー研修会 指宿市なのはな館 

12 ２ 土 地区子ども会安全教育研修会及び創作活動大会 枕崎小学校 

１ 10 水 第２回地区子連運営委員会 南九州市知覧文化会館 

 (３) 県・九州地区関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

６ ９ 金 県子連総会及び指導者･育成者大会 県青少年会館 

６ 11 日 第１回県ジュニア・リーダー研修会 県民交流センター 

７ ２ 日 県子ども会安全啓発初級指導者養成研修会 県民交流センター 

８ 10 木 九州地区子ども会及びジュニア・リーダー研修会（鹿児島大会） 県青少年研修センター：８/12(土)まで 

１ 21 日 第２回県ジュニア・リーダー研修会 県民交流センター 

 

４ 市民あいさつ運動  

回 月 日 曜日 Ａ班 Ｂ班 回 月 日 曜日 Ａ班 Ｂ班 

１ ４ 14 金 桜小 枕小 ７ 10 20 金 別小 立小 

２ ５ 19 金 枕中 桜中 ８ 11 17 金 立中 別中 

３ ６ 16 金 立小 別小 ９ 12 15 金 桜小 枕小 

４ ７ 14 金 別中 立中 10 １ 19 金 枕中 桜中 

５ ８ 21 月 枕小 桜小 11 ２ 16 金 立小 別小 

６ ９ 15 金 桜中 枕中 12 ３ 15 金 別中 立中 

 

５ 青少年育成関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

７ 25 火 かつお釣り体験アドベンチャー本研修 枕崎港（黒島･口永良部島近海） 

７ 29 土 少年野球大会（１日目）※予備日:7/31（月） 枕崎市営野球場･塩浜運動場 他  

７ 30 日 少年野球大会（２日目）※予備日:8/ 2（水） 枕崎市営野球場･塩浜運動場 他  

 

６ 青少年交流関係行事 

月 日 曜日 行 事 名 場 所 

５ 21 日 少年の船 枕崎港⇔三島村（黒島） 

８ ４ 金 稚内市青少年交流派遣事業（枕崎市受入） 8/7（月）早朝まで枕崎市滞在 
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◎ 「ヘルメット着用」と「保険加入」は義務！！  

  「かごしま県民のための自転車の安全で適正な利用に関する条例」（平成 29 年施行）では，

下記のように定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 枕崎市校外生活指導連絡会より重要なお知らせ！！ 

 「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする。」   

 

 枕崎市校外生活指導連絡会では，子供たちを取り巻くネット環境から子供を守るために，共通

理解事項として「インターネット環境機器の使用は午後９時までとする。」と決めています。 

  「メディアコントロール」と「ノーメディア」に市内一斉，全ての小学生・中学生が取り組ん

でいきましょう。 

  ※ メディア機器の使い方をセルフコントロールできるようにする力を 

身に付けさせることが大切です。 
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親として知っておきたいこと 

 
◎ ｢週休２日｣～部活動や少年団～！！ 
  中学校の部活動は，「平日週１日及び土日のうち１日，合わせて週 2 日以上の休養日を設定
する」，活動時間は，「長くとも平日では２時間程度，学校の休業日（学期中の週末を含む）は
３時間程度とする」が原則です。 

  適度な休養による心身のリフレッシュは，技能や競技力の向上に不可欠です。部活動は中学
校生活の中でも大きなウエイトを占めるものですが，怪我やオーバーワークによる慢性的な
疲労によって，つらいだけの思い出にならないようにしたいものです。 

  また，小学校の少年団活動については、子供たちの発達段階を考慮し， 
鹿児島県体育協会が「週 3 回以内，１日２時間以内の活動が原則」と定め 

ています。 

 

項 内         容 

交通安全教育・啓
発 

○保護者や学校は，自転車利用に関する技能と知識の習得をさ
せる。 

自転車の適正利
用 

○車両であることを自覚し，点検整備や盗難防止，防犯登録を
行う。 

乗車用ヘルメッ
トの着用 

○保護者は，中学生以下の子にヘルメットを着用させる義務が
ある。 

自転車損害賠償
保険等への加入 

○自転車利用者は，保険に加入する義務がある。 
（実質保護者の義務になります。） 

※ 子供たちの安全を確保するために，家庭で必ず確認してください。 

※ 道路交通法の改正で，令和５年４月１日から全ての年齢の人を対象に，自転車乗車時の 

 ヘルメット着用を「努力義務」にすると定められました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ い ざ と い う 時 の 連 絡 先 一 覧 ＞

 

べっぷ里山こども園 ７６－２００３枕崎高等学校 ７２－０２１７

第２ふじ保育園

電話番号

７２－０３０４

７６－２０１２

７２－６８８８

７２－９７８８

７２－００７６

７２－０２５３

７２－０６１３

７２－９８８１

７２－９８８３

７６－３４５２

７２－９８８５

７２－１２３５

電話番号

立神海の風こども園

施設名

枕崎幼稚園

長野幼稚園

まくらざき保育園

妙見保育園

火の神保育園

富士保育園

施設名

枕崎小学校

桜山小学校

別府小学校

立神小学校

枕崎中学校 ７２－８４０３

７２－５３３４

７２－１３６８

７２－０３１５

有山内科

７６－２１１１

７２－０１７０

７２－１１１１

７２－０１１０

７２－２２３９

７２－００４９

７２－２２２１

７２－５８１１

鹿児島水産高等学校

枕崎市教育委員会

枕崎市役所

枕崎警察署

中央交番

文化資料センター南溟館 ７２－９９９８

枕崎市市民会館

桜山中学校

別府中学校

立神中学校

サザン・リージョン病院 ７２－１３５１

ウエルフェア九州病院 ７２－００５５

尾辻病院 ７２－５００１

小原病院 ７２－２２２６

茅野内科医院 ７２－１００６

久木田整形外科病院 ７２－３１５５

神園ひふ科クリニック ７３－２１２１

片平山児童センター ７３－１３３３

５８－１１１２

枕崎市総合体育館 ７２－１１１６

枕崎市児童館 ７２－１３６２

国見内科医院 ７２－００６６

枕崎市立病院 ７２－０３０３

７２－１６９３

金山地区公民館 ７２－９６９０

枕崎地区公民館 ７２－９２８９

桜山地区公民館 ７２－２２６７

別府地区公民館 ７６－２０１０

市内施設等連絡先一覧

枕崎市内医療機関の日曜・祝日在宅医は枕崎市ホームページからご覧になれます。
検索方法：枕崎市トップページ＞子育て＞子育て支援応援サイト＞休日夜間・小児救急医療電話相談

市内医療機関一覧

枕崎消防署

枕崎市立図書館 ７２－９２５４

サン・フレッシュ枕崎

松山医院（耳鼻） ７２－５０５０

溝口クリニック ７３－５３３０

森産婦人科（産婦） ７２－２１３４

枕崎こどもクリニック ５８－１０８５

園田病院（眼） ７２－０１６５

竹さこ医院（産婦） ７２－２６１０

立神リハビリテーション温泉病院 ７２－７７１１

立神地区公民館

 

 
子育てで迷った時は・・・ 

 

 

 

 

＜児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）」＞
虐待かもと思ったら，児童相談所へご相談ください。児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）」へかけると，地域の

児童相談所につながります。

 
インターネットに関する悩みがある時は・・・

 

○＃９１１０：最寄りの警察署または警察相談専用電話

＃９１１０は，発信地を管轄する警察本部等の総合窓口に接続されます。生活の安全に関わる悩みごと，困りごとなど，緊急

ではない相談の窓口です。（受付時間：24時間）

○１８８：消費者庁消費者ホットライン
商品やサービスなどの消費生活全般に関する苦情や問合せなどに対し，専門の消費生活相談員などが相談を受け付ける

窓口です。

○０１２０-０-７８３１０：24時間子供SOSダイヤル（文部科学省）

インターネット上のいじめ問題などの相談窓口です。（受付時間：24時間）

○０１２０-００７-１１０：子供の人権110番（法務局）

インターネット上の嫌がらせなどの子供の悩み事に関する相談窓口です。（受付時間：平日8時30分～17時15分）


